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蓄鑿
065年前の1 946年11月3日は、日本国憲法“公布”の日で、『文化の日』。
この日は本来は明治天皇の誕生日で、戦前は「明治節」「天長節」とよばれていた。
国民の祝日は、天皇に関わる日や皇室の行事から採用されているものが多いようです
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■
十
月
三
十
日
（
日
）
、
福
島
市
で
は
比
較
的
放
射
線
量
の
低
い
西
部
の
「
四
季
の
里
』

で
、
『
反
原
発
大
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
一
万
人
以
上
が
集
結
。
原
発

設
置
前
か
ら
反
原
発
運
動
を
行
っ
て
き
た
早
川
篤
雄
さ
ん
、
ま
た
佐
藤
栄
佐
久
前

知
事
、
菅
野
典
雄
飯
舘
村
長
の
挨
拶
は
特
に
感
銘
を
与
え
た
内
容
で
し
た
。

■
本
「
九
条
の
会
」
会
員
も
た
く
さ
ん
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
事
務
局
か
ら

は
石
田
賢
二
、
山
崎
健
一
が
参
加
し
、
五
百
名
の
除
染
署
名
を
集
め
ま
し
た
。
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長
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志
位
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述
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福島で集会

露調ir司「南相馬市から参加崎し庭｣の声に温か嘘硬び
聯襄熱会場に向かう車窓から見える飯舘の村里は、静かな眠りにつき、神隠しに

あったかのように人の姿を見ることができなかった。
大会への参加は南相馬市民の一人とじ己 北海道から沖縄、全国各地から集まってくれる人たちへの感謝の思い

からでした。3月11日を境に、自然の恵みを雪ﾌhへ安らぎの日常B，自由も専制'1,数え切れ勵吃のを失った。
会場いつぱいに集まった一万人を超える人たちの熱い思いは、ひとつとなって、意見交換の輪は会

場いつぱいに拡がっていく。ここでも、「南相馬から」の声に即座に様ﾉﾏな温かい反応があった。
浜岡原発周辺で今おこっていること。既にご存知のように、スズキ自動車工場のある町議会が、
再稼働に反対の議決をしたことによって、他の町と不協和音が鳴りだした。賛成派、反対派、共に
根っ子にあるものは経済効果なんですね。「どうか、子ども達の命を守る為、人間の尊厳を寄る為、
という視点を拡げていって下さい。フクシマの現状から学べば、その二つのことが理解してもらえ
ると思います｡」と言う私の手を固く握りしめ「ありがとう」と涙目で力強く言ってくれた。
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①憲法改正案の審議を行う『憲法
審査会』が10月21日初会合を開い
て、憲法改正を議論する環境ができま
した。まさに「9条」を変えて「戦争
の出来る国」にする動きです。

②武器輸出3原則が緩和されようと
しています。経済優先で「平和憲法」の
精神を蔑ろにするものです。
⑧脱原発どころか、ベトナムなどに原
発を輸出しようとする国・日本。
④航空自衛隊は新しい戦闘機（1機1
20億円）を約40機約1兆円で買うそう
届松島墓地では津波も防げないで戦闘機
が流された。敵機襲来から守れるの？
⑤『原発は潜在的核抑止力』と堂ノマ
と言う政治家。核兵器製造のために
も原発はなくせないそうです。日本の
核武装を真剣に考えているなんて。
⑥『福島県も南相馬市も全原発の廃炉
宣言」を議会で行ってほしい。何を恐が
っているのか、やはり東電が怖いのか。
⑦除染も放射性廃棄物の処理費用も
第一原因者の東電が払うのが筋だし、
我が家の放射能を早く持って行け！
⑧緊急時避難区域解除と除染完了が
逆になってる。不安で帰れません。
⑨低線量でも内部被曝について、東
電は傷害罪で告発されるべきだ。
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あなた／車電の蕊似したってダメよつ／
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事務局井上琴で讃届けください。Z種の署名は､さらに延長して集めだいと思いぎす!集剖海第，
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◆11月8日事務局会を開催い ①署名活動、②1
2月・1月の活動、③会報174．175．176号
の検討を行いました。また本会ホームページで海

◆今年釦11年の本会会費は鋤Ⅸいた【ません｡ただし：
ｶﾝﾊはシッカリ?いただくことに(ﾉています1来年1；
月早ﾉﾏから、恐れ入ります畝会費の徴収を始めたいと思i
います｡よろしくお願いいたしま式 （会訓系･井上）！
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罐壹室篭雪霊震善鰯,雁弓ぎぅ九姦雌｣事務局連絡先’

◆つくづく会報の編集は難しいな、と思います。
どうすれば読んでもらえるのか、文字を大きくす
っきりの紙面にしたいな、きちんと「九条の劃
の立場で編集しなければなどと反省Lﾉています。
この号で今年の会報は最終号です。今年2011

銅ま本当に大変な年でした。「運命はその人の性格
が作る」（小林秀胸の言葉もあるそうですb考え
方を変えたり、元気を出しましょう。 （山卿

|O会計:井上由美〒975-0031南相馬市原町区
｜ 錦町1-43 TELO244-22-751 1・FAX26-089 2
O石田賢二TEL22-4037 0早坂吉彦TE22-0326
o番場恵子(市外に避難中）
OHp担当:大浦祥見(原町区)･佐藤喜彦(八王子市）
O事務局長:山崎健- TEI_O90-7527-5453 (神奈川
県に避難中、〒2 1 3-0033川崎市高津区下作延4
-26-43-505 E-mail:yamazakikenl @gmail.com)
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